
　
新
潟
県
佐
渡
市
は
13

日
、
断
続
的
な
暴
風
に
よ

り
国
の
史
跡
「
佐
渡
金
銀

山
遺
跡
」
の
相
川
大
間
町

に
あ
る
遺
構
の
一
つ
「
ト

ラ
ス
橋
」
が
倒
壊
し
た
と

発
表
し
た
。
市
に
よ
る
と
、

橋
は
か
つ
て
鉱
石
の
搬
出

や
鉱
山
の
資
材
搬
入
に
使

わ
れ
た
。
今
後
、
所
有
者

や
国
、
県
と
協
議
し
た
上

で
、
対
応
を
決
め
る
と
し

て
い
る
。

　
12
日
午
前
９
時
ご
ろ
、

所
有
者
か
ら
市
に
連
絡
が

あ
っ
た
。
13
日
午
前
、
市

職
員
が
確
認
す
る
と
、
高

さ
約
６
・
８
メ
ー
ト
ル
の

鉄
骨
製
の
ト
ラ
ス
構
造
と

呼
ば
れ
る
部
分
が
折
れ
曲

が
っ
て
い
た
。

　
相
川
大
間
町
の
「
ト
ラ

ス
橋
」
は
、
20
年
12
月
に

リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
櫻
坂
46

の
デ
ビ
ュ
ー
シ
ン
グ
ル

「
Ｎ
ｏ
ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
’
ｓ
　

ｆ
ａ
ｕ
ｌ
ｔ
」
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
の
撮
影
地

の
一
つ
。
土
生
瑞
穂
、
大

園
玲
、
武
元
唯
衣
が
登
場

す
る
シ
ー
ン
の
撮
影
が
行

わ
れ
た
。
気
象
庁
に
よ
る

と
、
佐
渡
市
相
川
で
は
、

11
日
22
時
25
分
ご
ろ
最
大

瞬
間
風
速
34
メ
ー
ト
ル
を

記
録
し
た
。

　
４
期
生
楽
曲
「
Ｆ
ａ
ｋ

ｅ
　
Ｄ
ｏ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
」
の

セ
ン
タ
ー
を
務
め
る
林
は

「
ま
さ
か
ま
さ
か
の
急
展

開
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回

収
録
さ
れ
る
ほ
と
ん
ど
の

楽
曲
が
私
の
活
動
期
間
内

に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
で
、
『
Ｔ
ｉ

ｍ
ｅ
　
ｆ
ｌ
ｉ
ｅ
ｓ
』
の

頃
に
は
無
か
っ
た
感
覚
で

ア
ル
バ
ム
の
制
作
期
間
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
の
収
録
と
な
る
４

期
生
楽
曲
で
、
こ
の
よ
う

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
い
た
だ

い
た
こ
と
が
素
直
に
嬉
し

い
で
す
」
と
思
い
を
語
っ

た
。
ま
た
、
ア
ル
バ
ム
の

タ
イ
ト
ル
に
触
れ
「
す
ご

く
重
み
の
あ
る
タ
イ
ト
ル

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
変

わ
る
も
の
変
わ
ら
な
い
モ

ノ
、
そ
の
全
て
を
包
括
し

な
が
ら
歩
む
グ
ル
ー
プ

で
、
今
の
私
達
の
想
い
が

届
く
作
品
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

４
期
生
楽
曲
が
収
録
さ
れ

る
の
は
２
０
２
２
年
８
月

発
売
の
シ
ン
グ
ル
「
好
き

と
い
う
の
は
ロ
ッ
ク
だ

ぜ
！
」
収
録
の
楽
曲
「
ジ

ャ
ン
ピ
ン
グ
ジ
ョ
ー
カ
ー

フ
ラ
ッ
シ
ュ
」
以
来
３
年

４
ヶ
月
ぶ
り
。
林
が
楽
曲

セ
ン
タ
ー
を
務
め
る
の
は

２
０
２
３
年
３
月
発
売
の

シ
ン
グ
ル
「
人
は
夢
を
二

度
見
る
」
収
録
の
ア
ン
ダ

ー
楽
曲
「
さ
ざ
波
は
戻
ら

な
い
」
以
来
で
、
単
独
で

は
初
。

　
５
期
生
楽
曲
「
Ｊ
ｕ
ｓ

ｔ 

ａ 

ｓ
ｅ
ｃ
．
」
の
セ

ン
タ
ー
を
務
め
る
奥
田
は

５
期
生
加
入
後
初
の
ア
ル

バ
ム
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
「
こ
ん
な
大
切
な
機
会

に
、
こ
ん
な
素
敵
な
曲
で
、

セ
ン
タ
ー
を
任
せ
て
い
た

だ
け
る
な
ん
て
驚
き
と
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
い
つ
も
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
パ
レ
ッ

ト
（
＝
奥
田
フ
ァ
ン
の
総

称
）
の
み
な
さ
ん
に
い
い

ご
報
告
が
で
き
る
こ
と
、

と
っ
て
も
嬉
し
い
で
す
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ

た
。
楽
曲
に
つ
い
て
は「
シ

テ
ィ
ポ
ッ
プ
っ
ぽ
い
曲
調

で
ど
こ
か
懐
か
し
い
け
れ

ど
、
私
自
身
こ
う
い
う
楽

曲
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

す
る
の
は
初
め
て
な
の

で
、
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う

…
！
と
新
鮮
な
気
持
ち
も

あ
り
ま
す
」
と
率
直
な
思

い
を
語
っ
た
。
５
期
生
楽

曲
が
収
録
さ
れ
る
の
は
、

２
０
２
４
年
12
月
発
売
の

シ
ン
グ
ル
「
歩
道
橋
」
収

録
の
楽
曲
「
相
対
性
理
論

に
異
議
を
唱
え
る
」
以
来

約
１
年
ぶ
り
。
奥
田
が
楽

曲
セ
ン
タ
ー
を
務
め
る
の

は
同
年
８
月
発
売
の
シ
ン

グ
ル
「
チ
ー
ト
デ
イ
」
収

録
の
ア
ン
ダ
ー
楽
曲
「
落

と
し
物
」
以
来
で
、
期
別

曲
セ
ン
タ
ー
を
務
め
る
の

は
初
。

　
６
期
生
楽
曲
「
全
力
ラ

ッ
プ
タ
イ
ム
」
の
セ
ン
タ

ー
を
務
め
る
大
越
は
「
嬉

し
く
て
な
ん
だ
か
ず
っ
と

夢
見
心
地
だ
っ
た
こ
と

が
、
こ
う
し
て
文
字
に
起

こ
し
て
み
る
と
一
気
に
現

実
味
を
帯
び
て
、
気
を
抜

い
た
ら
ず
っ
と
冴
え
な
い

顔
を
し
て
し
ま
っ
て
、
こ

れ
（
ブ
ロ
グ
）
を
書
い
て

る
時
点
で
は
、
今
年
こ
そ

は
し
っ
か
り
前
を
向
か
ん

と
す
る
私
と
、
相
変
わ
ら

ず
ク
ヨ
ク
ヨ
し
て
い
る
私

が
ま
だ
ま
だ
同
じ
場
所
に

い
ま
す
」
と
複
雑
な
心
境

を
明
か
し
た
。
本
作
の
活

動
に
つ
い
て
は
「
こ
の
場

所
で
ど
う
す
る
べ
き
な
の

か
、
答
え
を
見
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
と
に
か
く
必

死
に
頑
張
る
し
か
な
い
な

と
思
い
ま
す
」
と
決
意
を

語
っ
た
。
大
越
が
楽
曲
の

セ
ン
タ
ー
を
務
め
る
の
は

初
。

　
全
員
セ
ン
タ
ー
の
形
式

を
取
る
３
期
生
楽
曲
「
世

界
は
こ
こ
に
あ
る
」
に
つ

い
て
は
、
梅
澤
が
報
告
。

楽
曲
に
つ
い
て
は
「
４
人

に
な
っ
た
の
で
。
期
別
曲
、

い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
い

な
く
て
ね
、
び
っ
く
り
し

た
、
嬉
し
い
。
」
と
綴
っ

た
。
楽
曲
に
つ
い
て
は「
私

た
ち
で
背
負
え
る
の
か

な
？
４
人
で
話
し
た
く
ら

い
、
壮
大
な
曲
」
と
評
価

し
、
全
員
セ
ン
タ
ー
の
形

式
に
つ
い
て
は
「
４
人
み

ん
な
で
真
ん
中
で
す
。
４

人
で
心
ひ
と
つ
」
と
少
人

数
に
な
っ
た
同
期
に
つ
い

て
も
触
れ
た
上
で
思
い
を

語
っ
た
。
３
期
生
楽
曲
が

収
録
さ
れ
る
の
は
２
０
２

２
年
８
月
発
売
の
シ
ン
グ

ル
「
好
き
と
い
う
の
は
ロ

ッ
ク
だ
ぜ
！
」
収
録
の
楽

曲
「
僕
が
手
を
叩
く
方
へ
」

以
来
３
年
４
ヶ
月
ぶ
り
。

３
期
生
が
セ
ン
タ
ー
を
務

め
る
の
は
、
伊
藤
が
２
０

２
３
年
３
月
発
売
の
シ
ン

グ
ル
「
人
は
夢
を
二
度
見

る
」
収
録
の
ア
ン
ダ
ー
楽

曲
「
さ
ざ
波
は
戻
ら
な
い
」

以
来
で
、
単
独
で
は
２
０

１
７
年
10
月
発
売
の
シ
ン

グ
ル
「
い
つ
か
で
き
る
か

ら
今
日
で
き
る
」
収
録
の

３
期
生
楽
曲
「
僕
の
衝
動
」

以
来
８
年
３
ヶ
月
ぶ
り
。

岩
本
が
２
０
２
１
年
６
月

発
売
の
シ
ン
グ
ル
「
ご
め

ん
ね
Ｆ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
ｓ
　

ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｅ
ｄ
」
収
録

の
３
期
生
楽
曲
「
大
人
た

ち
に
は
指
示
さ
れ
な
い
」

以
来
４
年
７
ヶ
月
ぶ
り
。

梅
澤
が
２
０
１
８
年
８
月

発
売
の
シ
ン
グ
ル
「
ジ
コ

チ
ュ
ー
で
行
こ
う
！
」
収

録
の
楽
曲
「
空
扉
」
以
来

７
年
４
ヶ
月
ぶ
り
。
ま
た
、

吉
田
綾
乃
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

が
セ
ン
タ
ー
を
務
め
る
の

は
加
入
９
年
あ
ま
り
で
初

と
な
る
。

　
乃
木
坂
46
が
「
Ｖ
ｅ
ｎ

ｕ
ｅ
１
０
１ 

Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｒ

Ａ 

ｉ
ｎ 

仙
台 

～
震
災

か
ら
15
年 

未
来
へ
～
」に

出
演
す
る
こ
と
が
決
定
し

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
発
表
し
た

も
の
。

　
本
公
演
は
音
楽
番
組

「
Ｖ
ｅ
ｎ
ｕ
ｅ
１
０
１
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
、
土
曜
23

時
00
分
）
の
ス
ピ
ン
オ
フ

特
番
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台

放
送
局
が
制
作
す
る
番
組

の
公
開
収
録
。
同
番
組
の

Ｍ
Ｃ
で
あ
る
濱
家
隆
一

（
か
ま
い
た
ち
）
、
生
田

絵
梨
花
が
出
演
す
る
ほ

か
、
ゲ
ス
ト
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
乃
木
坂
46
、
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ａ
、
宮
世
琉
弥
の
出

演
が
決
定
し
て
い
る
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
発
表
に
よ
れ
ば
、

こ
の
他
に
も
ゲ
ス
ト
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
出
演
が
調
整

さ
れ
て
お
り
、
決
定
次
第

Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
放
送
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
告
知
さ

れ
る
予
定
。

　
本
公
演
の
観
覧
希
望
者

の
受
付
が
実
施
さ
れ
る
。

入
場
無
料
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
オ

ン
ラ
イ
ン
内
の
本
公
演
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

応
募
で
き
る
。
応
募
締
切

は
今
月
26
日
（
月
）正
午
。

公
演
は
来
月
17
日
19
時
開

演
（
開
場
は
18
時
15
分
、

終
演
予
定
21
時
）
。
公
演

は
３
月
14
日
（
土
）
23
時

よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
で
放
送

予
定
。

　
松
田
好
花
（
日
向
坂
46
）

が
作
詞
を
手
掛
け
た
楽
曲

「
涙
目
の
太
陽
」
が
、
今

月
28
日
に
発
売
予
定
の
日

向
坂
46
の
シ
ン
グ
ル
「
ク

リ
フ
ハ
ン
ガ
ー
」
に
収
録

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

た
。
メ
ン
バ
ー
が
作
詞
し

た
楽
曲
が
収
録
さ
れ
る
の

は
日
向
坂
46
で
は
初
（
け

や
き
坂
46
時
代
を
含
む
）
。

　
本
楽
曲
は
本
シ
ン
グ
ル

に
参
加
す
る
日
向
坂
46
メ

ン
バ
ー
全
員
が
歌
唱
す
る

と
い
う
。
メ
ン
バ
ー
が
作

詞
し
た
楽
曲
に
は
、
白
石

麻
衣
が
作
詞
を
手
掛
け
た

「
じ
ゃ
あ
ね
。
」
（
２
０

２
０
年
３
月
リ
リ
ー
ス
の

シ
ン
グ
ル
「
し
あ
わ
せ
の

保
護
色
」
に
収
録
）
、
山

下
美
月
が
作
詞
を
手
掛
け

た
「
夏
桜
」
（
一
昨
年
４

月
リ
リ
ー
ス
の
シ
ン
グ
ル

「
チ
ャ
ン
ス
は
平
等
」
に

収
録
）
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
作
詞
者
本
人
の
ソ
ロ

曲
で
あ
っ
た
た
め
、
ソ
ロ

曲
で
な
い
楽
曲
の
作
詞
を

メ
ン
バ
ー
が
手
掛
け
る
の

は
坂
道
シ
リ
ー
ズ
の
歴
史

上
初
と
な
る
。

　
楽
曲
は
22
日
24
時
（
23

日
０
時
）
か
ら
放
送
の
ラ

ジ
オ
番
組
「
日
向
坂
46
・

松
田
好
花
の
オ
ー
ル
ナ
イ

ト
ニ
ッ
ポ
ン
Ｘ
（
ク
ロ

ス
）
」
（
ニ
ッ
ポ
ン
放
送

・
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ラ
ジ
オ
）
に
て

初
オ
ン
エ
ア
さ
れ
る
。

　
乃
木
坂
46
の
７
年
ぶ
り
と
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ル
バ
ム
「
Ｍ
ｙ
　
ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
」
の
発
売
に
合
わ
せ
、

本
作
に
収
録
さ
れ
る
期
別
曲
の
セ
ン
タ
ー
が
判
明
し
た
。
４
期
生
楽
曲
「
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
　
Ｄ
ｏ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
」
は
林

瑠
奈
、
５
期
生
楽
曲
「
Ｊ
ｕ
ｓ
ｔ 

ａ 
ｓ
ｅ
ｃ
．
」
は
奥
田
い
ろ
は
、
６
期
生
楽
曲
「
全
力
ラ
ッ
プ
タ
イ
ム
」

は
大
越
ひ
な
の
が
そ
れ
ぞ
れ
セ
ン
タ
ー
を
務
め
、
３
期
生
楽
曲
「
世
界
は
こ
こ
に
あ
る
」
は
歌
唱
す
る
メ
ン
バ

ー
４
名
が
セ
ン
タ
ー
の
形
式
を
取
る
。
各
メ
ン
バ
ー
が
ブ
ロ
グ
で
表
明
し
た
も
の
。

松
田
好
花
（
日
向
坂
46
）

乃木坂46の5thアルバム「My respect」



　
報
道
番
組「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

キ
ャ
ス
タ
ー
を
18
年
半
務
め
た
久
米
宏
氏

が
逝
去
さ
れ
た
。
各
番
組
が
彼
を
追
悼
す

る
中
で
、
と
り
わ
け
報
道
畑
に
育
つ
者
は

「
Ｎ
ス
テ
、
久
米
氏
は
テ
レ
ビ
報
道
の
革

命
児
だ
」
と
礼
賛
す
る
が
、
こ
こ
で
は
あ

え
て
久
米
氏
の
功
罪
の
「
罪
」
に
焦
点
を

当
て
、
現
代
の
日
本
に
お
け
る
報
道
機
関

の
あ
り
方
を
嘆
く
。

　
「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
最
大

の
特
徴
は
、
キ
ャ
ス
タ
ー
が
視
聴
者
目
線

に
立
ち
続
け
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ま

で
淡
々
と
正
面
を
向
き
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え

る
だ
け
の
報
道
番
組
か
ら
、
視
聴
者
が
親

近
感
を
覚
え
る
番
組
制
作
の
姿
勢
を
貫
い

た
。
映
像
と
原
稿
だ
け
で
伝
え
ら
れ
て
い

た
ニ
ュ
ー
ス
は
、
模
型
を
は
じ
め
と
し
た

視
覚
的
な
追
加
要
素
に
よ
っ
て
よ
り
明
快

に
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
代
に
お
い

て
様
々
な
報
道
番
組
が
、
ニ
ュ
ー
ス
と
は

直
接
関
係
の
な
い
美
術
制
作
に
労
力
を
割

く
原
点
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
一
方
で
、「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
手
法
は
、
異
端
児
で
あ
る
か
ら
こ
そ
容

認
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
久
米
氏
が
か

つ
て
「
一
つ
ぐ
ら
い
こ
ん
な
番
組
が
あ
っ

て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
及
し
た
通

り
、
他
の
報
道
機
関
と
は
異
な
る
手
法
を

用
い
た
報
道
番
組
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成

立
し
た
。

　
「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
本

来
の
報
道
番
組
か
ら
は
逸
脱
し
た
「
エ
ン

タ
メ
」
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
キ
ャ
ス
タ
ー

が
私
見
を
述
べ
る
姿
勢
を
良
し
と
し
た
た

め
だ
。
報
道
機
関
は
本
来
、
主
権
者
た
る

国
民
に
代
わ
っ
て
政
治
や
経
済
、
社
会
的

事
象
を
取
材
し
、
結
果
を
国
民
に
伝
達
す

る
こ
と
が
役
割
で
あ
り
、
報
道
番
組
の
存

在
は
そ
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
「
ニ
ュ
ー

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
キ
ャ
ス
タ
ー
や

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
述
べ
る
私
見
を
報
道

の
一
部
と
し
て
放
送
し
、
そ
れ
が
世
論
の

大
部
分
で
あ
る
か
の
よ
う
な
放
送
姿
勢
を

続
け
た
。
「
事
実
」
と
「
意
見
」
を
混
同

す
る
報
道
ス
タ
イ
ル
を
成
立
さ
せ
た
の

だ
。

　
現
代
の
日
本
の
報
道
機
関
は
「
糸
電
話

の
糸
が
身
勝
手
に
喋
っ
て
い
る
よ
う
」
と

揶
揄
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
イ
ン
フ
ラ
と
さ

え
な
っ
た
令
和
の
時
代
に
お
い
て
、
「
ニ

ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
模
倣
し
た
報

道
番
組
の
時
代
は
終
焉
を
迎
え
て
い
る
。

　
岡
本
姫
奈
（
乃
木
坂
46
）

が
出
演
す
る
舞
台
「
鬼
太

郎
誕
生
　
ゲ
ゲ
ゲ
の
謎
」

が
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
劇
場

（
東
京
・
豊
島
区
）
で
開

幕
し
た
。

　
本
作
は
、
２
０
２
３
年

に
公
開
さ
れ
た
長
編
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
「
鬼
太

郎
誕
生 

ゲ
ゲ
ゲ
の
謎
」を

舞
台
化
し
た
も
の
。
の
ち

に
目
玉
お
や
じ
と
な
る

『
鬼
太
郎
の
父
』
と
、
人

間
の
男
『
水
木
』
の
出
会

い
を
通
じ
、
鬼
太
郎
の
誕

生
へ
と
つ
な
が
る
前
日
譚

が
紡
が
れ
る
。
脚
本
を
少

年
社
中
の
毛
利
亘
宏
、
演

出
を
柿
喰
う
客
の
中
屋
敷

法
仁
が
担
当
し
、
音
楽
に

は
映
画
版
と
同
じ
く
川
井

憲
次
が
名
を
連
ね
た
。

　
舞
台
は
１
９
５
６
年
、

日
本
の
政
財
界
を
裏
で
操

る
龍
賀
一
族
が
支
配
す
る

哭
倉
村
（
な
ぐ
ら
む
ら
）。

あ
る
密
命
を
帯
び
て
村
を

訪
れ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・

水
木
は
、
そ
こ
で
行
方
不

明
の
妻
を
捜
す
幽
霊
族
の

男
・
鬼
太
郎
の
父
と
出
会

う
。
二
人
は
龍
賀
一
族
の

凄
惨
な
跡
目
争
い
に
巻
き

込
ま
れ
な
が
ら
、
村
に
隠

さ
れ
た
真
実
と
怪
奇
に
立

ち
向
か
っ
て
い
く
。

　
龍
賀
沙
代
役
を
演
じ
る

岡
本
は
初
日
公
演
に
際
し

て
行
わ
れ
た
囲
み
取
材
に

共
演
者
の
鈴
木
拡
樹
と
村

井
良
大
、
演
出
家
の
中
屋

敷
法
仁
と
共
に
登
場
し

た
。
岡
本
は
「
グ
ル
ー
プ

を
離
れ
て
初
め
て
挑
戦
す

る
舞
台
に
、
こ
の
本
当
に

す
ば
ら
し
い
キ
ャ
ス
ト
の

皆
さ
ま
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ま
と
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
け
た
こ
と
が
、
『
本
当

に
恵
ま
れ
て
い
る
な
』
と

感
じ
る
日
々
だ
っ
た
」
と

述
懐
。
続
け
て
「
稽
古
中

か
ら
分
か
ら
な
い
こ
と
だ

っ
た
り
、
で
き
な
い
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
そ
の
度
に
助
け

て
い
た
だ
い
て
。
な
の
で
、

（
稽
古
期
間
は
）
す
ご
く

成
長
で
き
た
期
間
に
な
っ

た
と
思
う
」
と
笑
み
を
見

せ
た
。
さ
ら
に
、
「
今
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
も
の

を
信
じ
て
、
今
日
か
ら
千

秋
楽
ま
で
龍
賀
沙
代
ち
ゃ

ん
と
し
て
一
生
懸
命
生
き

た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　
本
作
の
上
演
時
間
は
休

憩
な
し
の
約
２
時
間
５

分
。
公
演
は
今
月
25
日
ま

で
上
演
さ
れ
、
そ
の
後
、

29
日
か
ら
来
月
２
日
ま
で

梅
田
芸
術
劇
場 

シ
ア
タ

ー
・
ド
ラ
マ
シ
テ
ィ
（
大

阪
北
区
）
、
７
日
・
８
日

に
鳥
栖
市
民
文
化
会
館

（
佐
賀
・
鳥
栖
市
）
に
て

上
演
さ
れ
る
。
ま
た
、
ラ

イ
ブ
配
信
や
千
秋
楽
の
ラ

イ
ブ
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
実

施
、
ブ
ル
ー
レ
イ
の
発
売

も
決
定
し
て
い
る
。

　
ビ
デ
オ
リ
サ
ー
チ
社

が
、
昨
年
12
月
８
日
か
ら

14
日
に
行
わ
れ
た
「
首
都

圏
ラ
ジ
オ
聴
取
率
調
査
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。

　
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
で
は

「
日
向
坂
46
・
松
田
好
花

の
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ

ン
Ｘ
（
ク
ロ
ス
）
」
（
木

曜
24
時
00
分
）
が
、
一
昨

年
４
月
の
放
送
開
始
以
来

負
け
無
し
の
11
期
連
続
で

同
時
間
帯
首
位
と
な
っ

た
。
調
査
期
間
内
の
昨
年

12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た

番
組
イ
ベ
ン
ト
「
日
向
坂

46
・
松
田
好
花
の
オ
ー
ル

ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
Ｘ 

松

田
の
ト
ー
ク
が
聴
き
て
ぇ

か
！ 

ｉ
ｎ 

パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
」
直
後
の
放
送
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
「
松
田

の
ト
ー
ク
が
ま
だ
ま
だ
聴

き
て
ぇ
か
！
ノ
ー
ゲ
ス
ト

１
人
ト
ー
ク
Ｓ
Ｐ
」
と
題

し
て
、
ひ
と
り
で
届
け
る

“
ス
ト
ロ
ン
グ
ス
タ
イ
ル

”
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、

「
乃
木
坂
46
の
オ
ー
ル
ナ

イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
」
（
水
曜

25
時
00
分
）
が
25
回
連
続

の
同
時
間
帯
首
位
と
な
っ

た
。
同
番
組
は
井
上
和（
乃

木
坂
46
）
が
３
代
目
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
就
任
し
て

か
ら
初
の
調
査
期
間
内
放

送
と
な
り
、
井
上
の
母
が

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
電
話
出
演

す
る
な
ど
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
。

　
エ
フ
エ
ム
東
京
（
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｆ
Ｍ
）で
は
、
賀

喜
遥
香
・
井
上
和
（
と
も

に
乃
木
坂
46
）
が
出
演
す

る
「
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｏ
Ｆ

 

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
！
」（
月
曜
～

金
曜
22
時
00
分
）
が
10
代

男
女
及
び
女
性
30
代
の
聴

取
率
で
首
位
を
獲
得
し
て

い
る
。

　
本
調
査
は
ビ
デ
オ
リ
サ

ー
チ
社
が
偶
数
月
に
埼
玉

県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、

神
奈
川
県
に
在
住
の
12
歳

か
ら
69
歳
の
男
女
個
人
５

千
人
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

リ
サ
ー
チ
パ
ネ
ル
よ
り
無

作
為
に
抽
出
し
て
実
施
さ

れ
る
。
調
査
方
法
は
メ
ー

ル
送
信
に
よ
り
調
査
を
依

頼
し
た
上
で
の
１
週
間
の

日
記
式
。

　
櫻
坂
46
が
、
４
月
11
日

・
12
日
に
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
ス
タ

ジ
ア
ム
（
＝
国
立
競
技
場
、

東
京
・
新
宿
区
）
で
開
催

す
る
「
５
ｔ
ｈ 

Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ

 

Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｙ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」の
キ
ー

ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
ロ
ゴ
を
公

開
し
た
。

　
キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
手

掛
け
た
の
は
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
「
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
」
の
Ｏ

Ｓ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
氏
。
櫻
坂
46
の

作
品
を
手
掛
け
る
の
は
２

０
２
３
年
に
六
本
木
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
（
東
京
・
港
区
）

で
開
催
さ
れ
た
櫻
坂
46
の

展
覧
会
『
新
せ
界
』
以
来

２
年
半
ぶ
り
。
Ｏ
Ｓ
Ｒ
Ｉ

Ｎ
氏
は
「
櫻
の
５
年
と
い

う
節
目
に
過
去
で
は
な
く

行
く
末
を
想
像
し
に
い
っ

た
。
20
年
後
ま
だ
櫻
が
咲

い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
時
代
の
彼
女
た
ち
は

白
の
創
世
記
だ
と
思
う
、

ど
う
か
い
つ
ま
で
も
一
本

が
咲
き
ほ
こ
っ
て
く
れ
、

そ
う
残
る
よ
う
に
祈
り
を

込
め
た
」
と
コ
メ
ン
ト
を

寄
せ
た
。

　
本
作
は
、
広
い
草
原
に

咲
き
誇
る
桜
の
木
を
、
グ

ル
ー
プ
カ
ラ
ー
で
あ
り
、

始
ま
り
を
連
想
さ
せ
る
白

い
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着
用
し

た
32
人
の
メ
ン
バ
ー
全
員

で
構
成
す
る
と
い
う
エ
モ

ー
シ
ョ
ナ
ル
か
つ
芸
術
的

な
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い

る
。

　
本
作
の
公
開
に
合
わ

せ
、
櫻
坂
46
運
営
委
員
会

は
同
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
販

売
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
追
加

日
程
を
。
19
日
ま
で
募
集

中
の
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

先
行
に
加
え
、
23
日
正
午

か
ら
27
日
ま
で
は
イ
オ
ン

カ
ー
ド
先
行
、
来
月
２
日

正
午
か
ら
９
日
ま
で
は
ロ

ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
２
次
先

行
の
受
付
が
行
わ
れ
、
い

ず
れ
も
全
席
指
定
と
親
子

・
女
性
エ
リ
ア
、
注
釈
付

き
指
定
席
、
注
釈
付
き
見

切
れ
席
の
受
付
が
行
わ
れ

る
。
一
般
販
売
は
３
月
14

日
正
午
か
ら
。

公開された「櫻坂46 5th YEAR ANNIVERSARY LIVE」キービジュアル



　
日
向
坂
46
の
公
式
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
日
向
坂
ち
ゃ
ん
ね
る
」

で
は
11
日
、
特
別
企
画
と

し
て
「
松
田
好
花
Ｄ
Ａ

Ｙ
！
」
を
開
催
。
「
昼
中

の
松
田
さ
ん
」
と
「
真
夜

中
の
松
田
さ
ん
」
の
二
部

構
成
で
行
わ
れ
た
。

　
第
１
部
は
「
昼
中
の
松

田
さ
ん
～
ゆ
っ
た
り
ま
っ

た
り
コ
メ
ン
タ
リ
ー
～

【
あ
あ
眠
れ
な
ー
い
】
」

と
し
て
14
時
30
分
か
ら
プ

レ
ミ
ア
公
開
。
松
田
が「
日

向
坂
ち
ゃ
ん
ね
る
」
で
配

信
さ
れ
て
い
る
全
動
画
か

ら
「
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
瞬
間
10
選
」
を
選
び
、

コ
メ
ン
ト
し
な
が
ら
振
り

返
る
も
の
で
、
松
田
の
出

演
有
無
を
問
わ
ず
思
い
出

に
残
っ
て
い
る
も
の
を
選

出
し
た
。
中
に
は
卒
業
メ

ン
バ
ー
が
登
場
す
る
も
の

や
後
輩
メ
ン
バ
ー
が
メ
イ

ン
出
演
と
な
る
動
画
も
選

出
さ
れ
、
松
田
の
注
目
し

て
い
る
ポ
イ
ン
ト
が
語
ら

れ
た
。
（
紹
介
さ
れ
た
動

画
は
「
週
刊
坂
道
　
ｏ
ｎ

　
ｗ
ｅ
ｂ
」
に
て
掲
載
）

　
第
２
部
は
「
真
夜
中
の

松
田
さ
ん
～
今
夜
は
朝
ま

で
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
～
【
も

う
眠
く
な
ー
い
】
」
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
の
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
生
配
信
と
し
て
史

上
最
も
遅
い
26
時
30
分

（
12
日
２
時
30
分
）
か
ら

配
信
さ
れ
た
。
小
豆
色
の

ジ
ャ
ー
ジ
姿
に
丸
メ
ガ

ネ
、
胸
元
に
は
松
田
と
大

き
く
書
か
れ
、
髪
型
は
ち

ょ
ん
ま
げ
ヘ
ア
（
松
田
曰

く
「
お
ん
ぷ
ち
ゃ
ん
ヘ

ア
」
）
の
松
田
が
深
夜
に

一
人
で
喋
る
生
配
信
が
行

わ
れ
た
。

　
２
０
２
３
年
６
月
以
来

２
回
目
と
な
る
「
真
夜
中

の
松
田
さ
ん
」
で
松
田
は
、

購
入
し
て
放
置
し
た
ま
ま

だ
っ
た
と
い
う
ラ
ー
メ
ン

屋
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
キ
ッ
ト

を
制
作
。
視
聴
者
か
ら
の

「
蕎
麦
打
ち
セ
ッ
ト
は
？
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
に
、
松

田
は
「
正
直
さ
、
私
が
蕎

麦
を
打
っ
て
い
る
と
こ
ろ

見
て
も
、
も
う
何
も
思
わ

な
い
で
し
ょ
」
「
ま
た
や

っ
て
ん
な
、
ぐ
ら
い
に
感

じ
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ん

で
、
蕎
麦
は
打
ち
ま
せ
ん
」

と
、
こ
の
配
信
で
は
蕎
麦

は
封
印
し
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
ん
な
松
田
が
配
信

中
に
「
夜
食
、
食
べ
な

い
？
」
と
取
り
出
し
た
の

は
、
片
山
紗
希
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
た
と
い
う
イ

ン
ス
タ
ン
ト
の
納
豆
そ

ば
。
加
入
時
の
納
豆
好
き

キ
ャ
ラ
と
、
新
た
に
定
着

し
た
蕎
麦
キ
ャ
ラ
が
合
わ

さ
っ
た
一
品
を
、
配
信
ス

タ
ジ
オ
で
納
豆
の
匂
い
を

充
満
さ
せ
な
が
ら
、
松
田

は
堪
能
し
て
い
た
。

　
夜
食
を
食
べ
終
え
た
28

時
（
12
日
４
時
）
ご
ろ
。

「
も
う
眠
た
い
人
い
る
よ

ね
、
私
も
眠
た
い
。
１
回

寝
る
？
　
寝
て
い
い
か

な
？
１
回
寝
る
わ
」
と
、

松
田
は
生
配
信
中
に
寝
始

め
た
。
松
田
は
大
野
愛
実

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た

ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
仮

眠
。
「
各
々
寝
て
く
だ
さ

い
。
寝
れ
な
い
人
は
チ
ャ

ッ
ト
で
盛
り
上
が
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
眠
り
に
つ
く

と
、
画
面
に
は
寝
て
い
る

松
田
が
映
り
続
け
、
前
代

未
聞
の
光
景
が
配
信
さ
れ

て
い
た
。

　
仮
眠
か
ら
約
15
分
後
、

画
面
上
に
は
「
今
か
ら
松

田
を
起
こ
し
ま
す
。
音
量

注
意
！
」
と
書
か
れ
た
カ

ン
ペ
が
表
示
さ
れ
る
。
ほ

ど
な
く
し
て
眠
る
松
田
の

真
横
に
銅
鑼
が
登
場
し
、

松
田
は
銅
鑼
の
音
で
起
こ

さ
れ
た
。
突
然
の
爆
音
に

「
う
わ
っ
！
」
と
飛
び
起

き
た
松
田
は
、
「
エ
ッ
ヘ

ッ
ヘ
ッ
ヘ
」
と
笑
い
が
止

ま
ら
ず
「
待
っ
て
、
よ
だ

れ
垂
ら
し
た
か
も
」
「
こ

れ
が
世
の
中
に
流
れ
て
い

る
っ
て
こ
と
で
す
か
…
」

と
呟
き
な
が
ら
状
況
を
把

握
し
た
。
こ
の
時
点
の
同

時
接
続
数
は
１
万
５
９
５

３
名
と
の
こ
と
で
、
多
く

の
人
が
松
田
の
寝
起
き
の

瞬
間
を
見
守
っ
て
い
た
。

　
寝
起
き
で
ぼ
ん
や
り
状

態
の
松
田
は
、
口
調
も
フ

ワ
フ
ワ
す
る
中
、
寝
起
き

の
一
杯
で
コ
ー
ヒ
ー
を
淹

れ
る
こ
と
に
。
そ
の
間「
こ

の
配
信
を
見
て
い
る
メ
ン

バ
ー
が
い
た
ら
連
絡
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
松
田
の

リ
ク
エ
ス
ト
か
ら
、
後
輩

の
山
口
陽
世
と
同
期
の
金

村
美
玖
か
ら
連
絡
が
届
い

て
い
た
。
配
信
を
全
て
見

て
い
た
と
い
う
山
口
か
ら

は
「
酔
っ
て
ま
す
？
　
大

丈
夫
で
す
か
？
」
「
一
緒

に
夜
映
画
を
観
た
、
あ
の

時
の
テ
ン
シ
ョ
ン
と
一
緒

だ
な
と
思
っ
て
。
怖
か
っ

た
」
と
、
配
信
中
の
松
田

が
深
夜
テ
ン
シ
ョ
ン
で
、

普
段
と
は
違
う
様
子
だ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
。
一

方
、
寝
落
ち
し
て
途
中
か

ら
配
信
を
見
て
い
た
金
村

に
対
し
、
松
田
は
通
話
中

に
電
話
を
ガ
チ
ャ
切
り
。

ま
る
で
「
オ
ー
ド
リ
ー
の

オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ

ン
」
に
て
、
若
林
正
恭
が

話
し
て
い
る
途
中
に
一
方

的
に
電
話
を
切
る
恒
例
の

や
り
取
り
を
思
わ
せ
る
場

面
に
、
金
村
か
ら
は
す
ぐ

に
折
り
返
し
の
電
話
が
入

り
「
ち
ょ
っ
と
…
ひ
ど
い

よ
」
「
な
ん
だ
な
ん
だ
、

喧
嘩
か
？
」
と
お
怒
り
の

様
子
だ
っ
た
。
そ
ん
な
金

村
に
「
み
く
ち
ゃ
～
ん
」

と
酔
っ
払
い
の
よ
う
に
絡

む
松
田
に
対
し
て
金
村
は

「
あ
ぁ
～
ヤ
バ
い
」
と
語

っ
て
お
り
、
配
信
開
始
か

ら
２
時
間
を
超
え
、
夜
明

け
に
近
づ
く
中
、
松
田
の

テ
ン
シ
ョ
ン
は
ど
ん
ど
ん

お
か
し
な
状
態
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　
午
前
５
時
ご
ろ
。
「
う

に
ゃ
～
う
に
ゃ
～
う
に
ゃ

～
」
と
、
遂
に
松
田
が
限

界
を
迎
え
、
同
時
接
続
数

が
１
万
７
千
人
を
迎
え
た

と
こ
ろ
で
配
信
を
終
え
る

こ
と
に
。
蕎
麦
企
画
や
密

着
動
画
、
家
族
で
の
正
月

旅
行
動
画
な
ど
「
日
向
坂

ち
ゃ
ん
ね
る
」
で
様
々
な

企
画
に
挑
戦
し
て
き
た
松

田
。
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
最

後
で
松
田
は
「
寂
し
く
て

泣
き
そ
う
」
と
声
を
震
わ

せ
る
場
面
も
あ
っ
た
。
涙

を
こ
ら
え
、
鼻
も
赤
く
な

っ
た
松
田
は
「
本
当
に
楽

し
か
っ
た
で
す
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

　
「
松
田
好
花
Ｄ
Ａ
Ｙ
！
」

で
配
信
さ
れ
た
動
画
は
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
日
向
坂
ち
ゃ
ん
ね
る
」

で
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
さ
れ

て
い
る
。

　
上
村
ひ
な
の
（
日
向
坂

46
）
が
13
日
、
自
身
の
ブ

ロ
グ
を
更
新
し
、
１
年
間

の
毎
日
ブ
ロ
グ
更
新
の
達

成
を
報
告
し
た
。

　
上
村
は
「
２
０
２
５
年

１
月
13
日
か
ら
本
日
２
０

２
６
年
１
月
13
日
ま
で
丸

１
年
間
毎
日
ブ
ロ
グ
更
新

に
成
功
し
ま
し
た
」
と
報

告
し
、
「
１
年
間
ブ
ロ
グ

を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆

様
、
そ
し
て
更
新
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」

と
感
謝
を
綴
っ
た
。

　
こ
の
１
年
間
に
つ
い
て

「
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
ど
れ
も
を

毎
日
ブ
ロ
グ
と
共
に
歩
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」「
毎

日
夕
方
過
ぎ
に
な
っ
て
く

る
と
何
書
こ
う
。
載
せ
ら

れ
る
写
真
探
さ
な
き
ゃ
。

と
ず
っ
と
考
え
て
い
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
」
と
述

懐
。
毎
日
ブ
ロ
グ
更
新
を

経
て
「
ず
っ
と
苦
手
だ
と

思
っ
て
い
た
自
分
の
意
見

を
言
う
、
と
い
う
こ
と
に

も
少
し
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
と
、
自
分
の
姿

を
写
真
に
撮
っ
て
載
せ
続

け
た
こ
と
で
、
以
前
よ
り

も
表
に
出
る
こ
と
へ
の
恐

怖
心
み
た
い
な
も
の
が
な

く
な
っ
て
き
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
」
と
自
身
の
思

考
に
も
変
化
が
あ
っ
た
と

振
り
返
っ
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
「
毎

日
書
い
て
い
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
ず

っ
と
続
け
て
い
た
ら
せ
っ

か
く
の
ブ
ロ
グ
と
い
う
場

が
楽
し
い
も
の
で
は
な
く

な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
の

で
！
丸
１
年
を
区
切
り
に

書
き
た
い
時
に
書
き
た
い

だ
け
書
く
、
と
い
う
本
来

の
ブ
ロ
グ
の
ス
タ
イ
ル
に

徐
々
に
戻
し
て
い
け
た
ら

な
ぁ
と
思
い
ま
す
」
と
、

毎
日
ブ
ロ
グ
更
新
に
つ
い

て
は
終
結
す
る
こ
と
を
報

告
し
た
。

　
光
文
社
が
来
月
３
日
に

発
売
す
る
梅
澤
美
波
（
乃

木
坂
46
）
の
セ
カ
ン
ド
写

真
集
「
透
明
な
覚
悟
」
の

パ
ネ
ル
展
の
開
催
が
決
定

し
た
。
光
文
社
が
公
式
Ｘ

（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
を
通

じ
て
発
表
し
た
。

　
パ
ネ
ル
展
は
全
国
全
９

か
所
の
書
店
で
発
売
日
以

降
順
次
展
開
さ
れ
る
。
統

一
テ
ー
マ
と
し
て
「
＃
梅

ち
ゃ
ん
に
恋
す
る
イ
タ
リ

ア
旅
」
を
掲
げ
、
各
店
舗

ご
と
に
設
定
さ
れ
た
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
写
真
が
パ
ネ

ル
加
工
さ
れ
展
示
さ
れ

る
。
各
書
店
の
展
開
内
容

は
次
の
通
り
。
紀
伊
國
屋

書
店
新
宿
本
店
（
東
京
・

新
宿
区
）
＝
テ
ー
マ
「
イ

タ
リ
ア
の
街
に
溶
け
込

む
！
ク
ー
ル
梅
ち
ゃ
ん
」

（
２
月
３
日
～
16
日
）
、

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ 

Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
（
東
京
・
渋

谷
区
）
＝
テ
ー
マ
「
お
酒

も
ス
イ
ー
ツ
も
…
も
ぐ
も

ぐ
梅
ち
ゃ
ん
」（
同
期
間
）
、

Ｈ
Ｍ
Ｖ
＆
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ
（
東
京

・
渋
谷
区
）＝
テ
ー
マ
「
何

気
な
い
仕
草
に
キ
ュ
ン
！

ス
イ
ー
テ
ィ
ー
梅
ち
ゃ

ん
」
（
同
期
間
）
、
タ
ワ

ー
レ
コ
ー
ド
渋
谷
店
（
東

京
・
渋
谷
区
）
＝
テ
ー
マ

「
旅
の
合
間
に
見
せ
た
ナ

チ
ュ
ラ
ル
梅
ち
ゃ
ん
」
、

星
野
書
店
近
鉄
パ
ッ
セ
店

（
愛
知
・
名
古
屋
中
村
区
）

＝
テ
ー
マ
「
ふ
と
し
た
瞬

間
の
表
情
が
チ
ャ
ー
ミ
ン

グ
梅
ち
ゃ
ん
」（
同
期
間
）
、

紀
伊
國
屋
書
店
梅
田
本
店

（
大
阪
北
区
）
＝
テ
ー
マ

「
晴
れ
女
の
本
領
発
揮
！

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
梅
ち
ゃ

ん
」
（
同
期
間
）
、
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ 

Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｓ

Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
（
大
阪
中

央
区
）
＝
テ
ー
マ
「
一
夏

の
思
い
出
を
胸
に
…
エ
モ

ー
シ
ョ
ナ
ル
梅
ち
ゃ
ん
」

（
２
月
３
日
～
23
日
）
、

ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
京
都
店
（
京
都

下
京
区
）
＝
テ
ー
マ
「
カ

メ
ラ
が
と
ら
え
た
ラ
ブ
リ

ー
梅
ち
ゃ
ん
」（
同
期
間
）
、

コ
ー
チ
ャ
ン
フ
ォ
ー
新
川

通
り
店
（
北
海
道
・
札
幌

北
区
）
＝
テ
ー
マ
「
美
し

さ
と
し
な
や
か
さ
と
…
エ

レ
ガ
ン
ト
梅
ち
ゃ
ん
」（
２

月
４
日
～
17
日
）
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「
真
夜
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